
 

 
収支計算書 

  

 

                              平成１４年４月１日から平成１５年３月３１日まで 

                                            （平成１４年度） 

 

                                                                                      （単位：円） 

          科 目    予 算 額    決 算 額      差      異  

  Ⅰ  収 入 の 部     

    １．基本財産運用収入     

            基本財産利息収入           315,000           315,000                 0  

    ２．会 費 収 入     

            会 費 収 入         8,280,000         6,480,000    △   1,800,000  

    ３．事 業 収 入     

            研 修 事 業 収 入        36,328,000        32,233,000    △   4,095,000  

            国際交流事業収入        11,000,000        11,363,600          363,600  

            政策研究事業収入           180,000                 0    △     180,000  

    ４．雑 収 入     

            雑 収 入           400,000            36,039    △   363,961  

      

            当 期 収 入 合 計 (A)        56,503,000        50,427,639    △   6,075,361  

            前期繰越収支差額        26,139,289        26,139,289                 0  

                収 入 合 計 (B)        82,642,289        76,566,928    △   6,075,361  

      

  Ⅱ  支 出 の 部     

    １．事 業 費     

            研 修 費        25,890,000        23,615,586    △   2,274,414  

            国 際 交 流 費        11,920,000        12,459,759          539,759  

            政 策 研 究 費           835,000         1,104,147        269,147  

    ２．管 理 費     

            人 件 費 9,950,000         9,788,545    △   161,455  

            施 設 費 3,900,000         3,814,106    △      85,894  

            事 務 費 3,900,000         3,549,407    △     350,593  

    ３．特  定  支  出     

 フォーラム’80基金支出 9,000,000     9,000,000    △          0  

 退職給与引当金支出 6,000,000 6,000,000    △          0  

    ４．予 備 費     

            予 備 費 0    

            当 期 支 出 合 計 (C)        71,395,000         69,331,550    △  2,063,450  

            当 期 収 支 差 額 (A)-(C)    △  14,892,000                    △  18,903,911    △  4,011,911  

            次期繰越収支差額 (B)-(C)        11,247,289         7,235,378    △   4,011,911  

 

 ※経営基盤拡充のため平成14年度中に、特定支出としてフォーラム’80基金並びに退職給与引当金への資金移動

をおこなった。 

 

 


